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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質ホスファターゼ1（PP1）の3つの触媒サブユニットの1つです。PP1はセリン/スレオニン特異的なタンパク質ホスファターゼであり、細胞分裂、グリコーゲン代謝、筋収縮、タンパク質合成、HIV-1ウイルスの転写など、様々な細胞プロセスの制御に関与することが知られています。マウスを用いた研究では、PP1が学習と記憶の抑制因子として機能することが示唆されています。異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat (1)、A431 (2)、Hela (3)、HepG2 (4)、HEK293 (5)、MCF-7 (6) 細胞溶解物に対するPPP1CBマウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	PPP1CBマウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	PPP1CB マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PPP1CB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による PPP1CB マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

